
Delayed Auditory Feedback（遅延聴覚

フィードバソク）甚よび催眠暗示の記憶

に及ぼす影響

千原美重子

I. 間題と実験目的

正常な場合での聴覚のフィードバックは，約．001sec.であるといわれている。 しかし， この

Delayed Auditory Feedback (DAF)事態では，自分の声がわずかに（通常． 5sec.以下）遅れ

てフィードバックされるように繰作される。

DAFは， Lee(1950)によってその現象の興味深さが指摘されて以来，種々の分野で用いられ

てきた。たとえば，機能的な聾（聴覚仮病）と器質的な聾を判別する手段として (Tiffany,1952, 

など），また arousalの水準を高めるものとして (King,1963など）， shortterm memory (ST 

M)においてリハーサルを妨害するものとして (Murdock,1967)，自我の発達の 1測定方法とし

て (Chase,1961)などである。

言語学習と DAFとの関係を最初にとり上げたのは，上にあげた King(1963)である。彼は，

DAF下で物語を読ませた場合にその直後の把持が非常に悪いという結果をえた。 この解釈を，

彼は Walker (1963)の arousalと痕跡の定着の理論に求めている。彼は DAFは arousalを

高めるものとして考えている。すなわち，低い arousalの下で学習されたものは高い直後再生を

示すが，急激な忘却をもたらす。反対に高い arousal下での学習は低い直後再生しか示さない

が，高い遅延再生 著しにレミニッセンス効果 を示す。言い換えると，高い arousal下で

の学習は，単なる 1時的な制止を受けているにすぎない。この制止による直後の活動の減少が，

定着している痕跡を干渉や妨害から防御するというのである。 Kingは，後の一連の実験 (1965

a. b, c)において， DAFで呈示されたものは直後再生で非常に悪かったが， 24時間後の再生で

は相対的に著しい回復示すことを示した。しかし，同時のフィードバック (IAF)事態での再生

量との問に有意な差をもたらすほどの絶対的な増加には至らなかった。

また Murdock(1967)は，全く別の見地から， DAFが STMに悪い影響を与えるかどうか

をみるために実験している。すなわち DAFは，知覚入力を落さずにプロセッジングを干渉する

ものと仮定して，対連合学習と系列学習に関して実験した。その結果，彼は再生において DAF

と IAF条件は有意に異ならなかったというネガティーブな結果を示した。 DAFほ被験者の内

省からもリハーサルを極度に妨害したことは明らかであるから，この結果はリハーサルがこの種
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の課題では再生に影響しないのか，または IAFにおいてすらリハーサルは不可能であったの

か，という疑問をだしている。

以上より本実験の第 1の目的は Murdock(1967) の仮説を検証するために， 彼の実験ではな

されていない同時呈示された刺激の自由再生量を， DAFと IAF条件下で比較すること，また

Kingらの仮説をも同時に検証するために，寵後再生と遅延再生量を両条件間で比較する。

他方，もし DAFがリハーサルの効果を妨害するとするならば， DAF事態で，催眠感受性の

高い被験者に，催眠状態で聾の賠示を与えた場合，把持は良くなると考えられる。しかし，

Murray (1965)の発音の量を操作した実験結果と比較した場合，黙読やささやき声ではなく，声

を出していながら被験者自身にフィードバックされていないとみられる場合の把持はどのように

なるか。これを検証するのが第 IIの目的である。

Il.実験 手 続

1) 刺激材料：無連想価〇～ 4％の 2音節綴（梅本ら， 1955)が10個または15個，同時に 1枚

のスライドの中に含まれており，視覚呈示される。 10個の場合は横 1列に， 15個の場合は上欄に

7個，下欄に 8個と分割されておかれた。各個数の刺激とも，各々 8組用意された。練習試行用

の刺激として 2音節綴が 7個入っているスライドが3枚用意された。各刺激とも内部での clu-

steringが生じないように考慮した。

2) 被験者：催眠に誘導して賠示を与える条件があるため，被験者の催眠感受性をあらかじめ

統制することが必要である。本実験に先だち， 50人の学部学生に Weitzenhofferら(1959)のStan-

ford Hypnotic Susceptibility Scale (SHSS)実施していたが，この中から幻覚暗示に通過して

おり， SHSS得点の 9点以上（乎均得点10点）のもの，男 4女 4計 8名を被験者とした。

3) 実験装置： DAFと記録のための装置として，ナジョナルテープレコーダー（モデル RS--

773, ステレオフォニック）を用いた。ほ tヽ.36 sec．の遅延フィードバックとする。フィードバッ

クは常にヘッドフォーンを通してなされた。被験者は催眠用安楽椅子にくつろぎ，頭を固定さ

す。マイクロフォンは被験者の口より約5cm離れた位置に固定される。刺激は被験者から約 3

m 離れた所に投影される。椅子の腕の部分にはスイッチがつけてあり，それを押すとランプが

つく。

4) 手続き：次のことが被験者にまず教示された。

「これからガナ 2文字からなる単語を何個ずつ同時にスライドで前ま示しす。呈示されましたら，それを

できるだけ速く声を出して読んで下さい。読み終えたらすぐにスライドを消します。するとあなたはさき

ほど読んだ単語を，順番はどうでもよいですから， 思い出される順に言って下さい。思い出せなくなった

ら椅子の腕のところのボタンを押して下さい。そうすると私は 3桁の数字をいいます。あなたはこの数か

ら3ずつ減算しつづけて下さい。たとえば， 328, 325, 322, 319・・・といった具合です。 しばらくして，ハ

イといいますから， あなたは直前に読まれた単語の中でまだ憶えていられるのがあったらいって下さい。
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もう思い出せなくなったら再びボタンを押して下さい。ではこのヘッドフォーンをかけて下さい。 これは

自分の声をきくためのものです。時に自分の声で遅れて聞えるときがありますし， そうでないときもあり

ます。」

挿入作業である減算活動 (1分間）を除いて，他はすべて被験者のペースに従った。減算活動

は直後再生と 1分後の遅延再生との問にリハーサルを妨ぐために用いた。この教示の後練習試行

を三回し，実験試行に移る。実験試行では，このまゞ覚醒事態間で実験が続けられ，その後催眠

に誘導されて⑪実験される群とその逆の群に分けられる。 W,H事態とも 4条件の教示が与えら

れる。 IAF事態 DAF事態 IAF事態でありながら聴覚が鋭敏になって，自分の声がかすかに

遅れてきかれると賠示する場合 IAF(s-DAF), DAFでありながら聾賠示を与える場合 DAFcs 

-deaf) である。 したがって， 本実験のデザインは，事態 (W,H の2事態） X 4条件 X刺激の

大きさ (10, 15の2種）である。

III.結果

本実験の測度は，読書時間 (readingtime)，直後自由再生数， 1分後自由再生数，定着率，

読み誤り数である。

1) 読書時間

Fig. 1は各件下における読書時間を示した

ものである。 4条件間の読書時間は分散分析

の結果有意な差を示した。したがって 4条件

間の読書時間の差について検定した結果が表

1である。覚醒状態では IAFとDAF条件で

の読書時間は暗示にかかわらず有意差があっ

た。催眠状態ではHPAF (S-deaf)条件での

(sec} 
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読書時間は著しく減少し， HDAF条件とは有 4ょ

意に異り，逆に HrAF条件と有意差がなくな

゜っている。

2) 直後再生および遅延再生数
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Fig 2, 3は直後および遅延自由再生数を

示している。各々に場合について， 3要因の

Fig. 1 Reading Time on Fach 

Condifion 

分散分析をした結果， 4条件間に有意な差はなかった。直後再生では，刺激の大きさのみが有意

差を示したが，遅延再生ではいかなる要因，交互作用とも有意とならなかった。

3) 定着率

1分間の減算作業後の遅延再生では，直後再生の何パーセントが再生されたかという定着 (con・

solidation)率を (1分後再生数／直後再生数） X 100で求めた。それが表2である。 decay率は
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表 1 覚醒または催眠状態での 4事態の readingtimeの差の T検定

剌激の大きさ
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Fig. 2 Number of Immediate Free Fig.3 Number of Delayed Free 

Correct Recall Correot Recall 

表 2 各条件での定滸率 (%) 

10コ 15コ mean 

WrAF 59.4 60.5 60.0 

WDAF 52.6 60.5 56.6 

WnAF (S-deaf) 54.5 56.5 55.5 

WIAF (S-DAF) 36.3 47.9 42.1 

mean 51.1 56.0 53.6 

HIAF 67.8 50.0 58.9 

HDAF 44.8 72.1 58.5 

HDAF (S-deaf) 31. 3 51. 2 41. 3 

HIAF (S-DAF) 50.0 63.4 56.7 

mean 48.5 59.0 53.8 
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定着率が低い程大きく，高いほど小さい。一番 decayの大きいのは， HDAF (s-deaf) 条件で，

次いで大きいのは WIAF(S-DAF)である。その他の decay率はほ、‘等しく， 45％前後（定着率

では 55％前後）である。さらに細かくみると，最小の decay率を示すのは10個の場合の HDAF

(S-deaf)であり，最小のものは 15個の場合 HDAFである。

4) 遅延再生にのみ生じた再生数

表 3~ま， 1分間逆算をした後で再び自由再生を求めた場合のみた生じた再生数である。覚醒時

では， DAF条件下では IAF条件下の約 2倍もの数を示している。

われた再生数は， HIAF(S-DAF)条件で一番多く， HDAF(S-deaf)では非常に少い。

読み誤り数

読み誤り数自体は表4で示されるように， DAF事態でも相対的にわずかであった。

り数は，約 2.9％であった。

催眠時の遅延再生にのみ表

5) 

全読み誤

表 3 遅延再生のみに表われた再生数

事
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表 4 読み誤り数

FJmale 
10 15 

Male 
10 15 

Total 

WJAF 

゜゚ ゜
1 1 

WDAF 

゜
4 3 2 ， 

WDAF (S-deaf) 

゜゚
6 3 ， 

WrAF (S-DAF) 1 

゜
1 1 3 

HIAF 2 2 

゜
1 5 

HDAF 

゜゚
2 1 3 

HDAF (S-deaf) 1 

゜
2 3 6 

HIAF (S-DAF) 1 

゜
3 1 5 

.. 

Total L
3
 

6
 

17 13 41 
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N．考察

DAFが 1般に読みに及ぼす影響は，読み誤りを増すというのではなく，母音の延長， 子音の

反復，発音の強さの増大，音節的な変化などによる読書時間の延長であり，一種の人工吃の様相

を示した。

しかしながら，催眠感受性の高い被験者に催眠状態で聾の賠示を与えることによって，この読

書妨害を緩和することができた。

DAFおよび IAF,さらには催眠性声賠示と記憶との関係について考察する。本実験結果は，D

AF事態での直後記憶がIAF事態のものと比して著しく悪くなるとはなかった。これは Murdock

(1967)の結果と一致しており，彼のいう DAFDAFが STMでリハーサルを妨害する効果を

もつという仮説を，彼と同じく検証することができなかった。被験者の内省によると， DAF事

態では非常に憶えにくかったし，やりずらく感じたというものが多かった。にもかかわらずこの

ような結果を示したのは， DAFと IAF条件間で刺激の呈示時間が異っていたということが 1

つ考えられる。また刺激が同時呈示だったので，スライドが消える前に，もう一度さっと刺激に

目を通したという内省も聞かれたりして，被験者のペースにまかせた実験の場合は，解釈が困難

であるという弱点がある。

直後再生と遅延再生を比較した場合， decay率は IAFと DAF条件間でほゞ等しくみられ

た。しかし，催眠性の聾暗示が与えられた場合は，非常に decay率が高くなった。このことは，

この聾暗示が与えられることによって DAF事態でのリハーサル，妨害効果が緩和され，把持が

よくなるのではないかという仮説を支持せず，むしろ自分の耳にフィードバックが失なわれるこ

とによって把持の妨害となったとも考えられる。

遅延再生でのレミーウセンス効果をみてみよう。表 3に示されるように，覚醒事態での DAF

の場合にで相対的に多くみられている。また催眠状態で聾賠示が与えられた場合， レミニッセン

スの量は非常にわずかである。しかし，聴覚が鋭敏になり，自分の声がわずかに遅れて聞こえる

ようになるという催眠暗示 HIAF(S-DAF) 事態ではレミニッセンスの量が多い。しかしなが

ら， これらの暗示が覚醒状態で与えられた場合は， このことはあてはまらない。

以上より，本実験の結果は，遅延再生において， DAF事態でレミニッセスが生じゃすいとい

うことを示したが，これは Kingらの一連の研究結果に近似した結果である。

しかし，被験者の内省からすると，たゞ剌激を読むだけに注意が集中して，覚える暇なぞなか

ったなどが大部分であり， DAFは単に arousalを高めるということのみならず，他の要因も含

まれていると思われる。

本実験結果では， DAFを用いることによって， リハーサルの妨害に関する仮説を実証するこ

とができなかったが，それは DAFを用いた実験方法によるのか，その仮説自体によるのか，今

後の検討が必要である。
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V.要約

本実験は，記害のメカニズムを研究する 1方法として DelayedAuditory Feedback を用い，

更に 1つの統制要因として催眠賠示を導入した。 DAFは単に arousalを高めるものとして働

くのか，それとも STMにおいてリハーサルを妨害するものか，について討論がなされた。本実

験の結果からは， DAFが STMにおけるリハーサルの妨害をおこし，直後記憶が有意に害なわ

れるということを結論することはできなかった。むしろ，遅延再生においてはレミニッセンス効

果を高める傾向にあった。また， DAF事態で催眠性聾暗示を与えることによって， 遅延再生に

おけるレミニッセンスは非常にわずかになった。反対に，聴覚が鋭敏になり，自分の声がわずか

に遅れてきこえるという催眠賠示の場合では， レミニッセンスが相対的に高く傾向にあった。

したがって， DAFがリハーサルの研究にとって有効な方法かどうかに関しては，今後の検討

の余地がある。
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